
ひらけ！
授業の扉

共
同
獣
医
学
科
の
授
業
は

「
獣
医
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
軸
に
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
獣

医
学
生
が
修
得
す
べ
き
基
盤
的

知
識
を
教
授
す
る
と
い
う
目
的

の
も
と
、
偏
在
傾
向
に
あ
っ
た

教
育
内
容
を
修
正
し
、
卒
業
後

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
だ
け
で

は
特
色
的
な
学
び
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
発
展
的
で

専
門
性
の
高
い
「
ア
ド
バ
ン
ス

教
育
」
の
授
業
も
行
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
岐
阜
大
学
に
は

狂
犬
病
研
究
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
教
授
が
在
籍
し
て
い
ま
す

し
、
鳥
取
大
学
は
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
研
究
で
国
内
外
に
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
専

門
的
な
研
究
や
最
先
端
の
情
報

を
よ
り
多
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
は
共
同
獣
医
学
科
の
強
み

だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
学
生

は
両
大
学
の
教
員
の
授
業
を
受

講
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
教

育
分
野
が
よ
り
幅
広
く
な
り
、

ま
た
自
分
が
興
味
を
持
っ
た
専

門
分
野
も
深
く
学
べ
ま
す
。

岐
阜
大
学
で
は
こ
れ
ら
の
授

業
に
加
え
、「
教
養
基
礎
力
養

成
演
習
」
や
「
大
学
教
育
導
入

演
習
」を
行
っ
て
い
ま
す
。「
教

養
基
礎
力
養
成
演
習
」
は
学
生

を
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
行
う
授
業
で
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
の
倫
理
教
育
を
は

じ
め
、
レ
ポ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
で
は
教
員

や
大
学
院
生
が
個
々
の
能
力
に

合
わ
せ
て
細
か
く
指
導
。
研
究

発
表
な
ど
を
す
る
上
で
の
基
礎

を
身
に
付
け
ま
す
。
ま
た
「
大

学
教
育
導
入
演
習
」
は
畜
産
試

験
場
や
競
走
馬
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
現
場
実
習
を
行

い
ま
す
。
他
に
も
両
大
学
の
学

生
が
同
じ
科
目
を
同
時
に
受
講

で
き
る
遠
隔
講
義
や
、
教
員
や

学
生
が
移
動
す
る
授
業
な
ど
が

あ
り
、
学
生
た
ち
は
よ
り
多
く

岐阜大学応用生物科学部
共同獣医学科2年

中西 諒花 さん

小学生の時に犬を飼い始めたこと
をきっかけに、伴侶動物や産業動
物、公衆衛生などいろいろなこと

が学べる獣医学の道を選びました。少人数の授業ではプ
レゼンやレポートの書き方など将来必要となることが学
べました。「大学教育導入演習」では鳥取で大規模な牛
舎が見られ、現地の学生とも交流を深められて楽しかった
です。動物福祉や動物実験の倫理を考える実習ではマウ
スを自分で安楽死させ、解剖する授業を行い、命の重さを
考えさせられました。これから先の実習でも命をいただく
からには、必要なことをしっかり学びたいと思っています。

実験や解剖を通していただいた動物の命を
しっかりと生かして学んでいきたい。

学生インタビュー

の
教
員
や
友
人
と
知
り
合
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
実
際
に
お
互

い
の
大
学
を
行
き
来
し
、
と
も

に
学
び
、
交
流
す
る
様
子
は
と

て
も
楽
し
そ
う
で
す
。

学
生
に
は
こ
う
し
た
多
彩
な

授
業
を
通
し
て
学
ん
だ
基
礎
力

や
専
門
知
識
を
生
か
し
、
国
際

性
や
社
会
性
を
身
に
付
け
た
獣

医
師
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。遠隔講義や移動型の授業では、同

じテーマでも先生によって専門性
や話す内容が違い、多彩な考え方

を学ぶことができました。1年生の頃、ある先生が「教
科書の知識は動物の命をもって明らかにしたこと。その
重みを意識して」と話されました。5年生の動物病院の
実習で、獣医師が飼い主に症状の説明をしたところ、飼
い主が泣き出してしまったんです。その時、命を扱う仕
事であることを改めて実感し、先生の言葉の意味が理解
できました。社会に出ても、シーンに合わせて言葉を選
んで伝えるということを大切にしていきたいです。

動物病院の実習で飼い主の感情を目の当たりに。
言葉を選んで伝えることを大切にしたい。

岐阜大学応用生物科学部
獣医学課程6年

堀井 和広 さん

大学教育導入演習Ⅰ・Ⅱ　　対象学年：1・2年

１年生では岐大生が鳥取に移動し、２年生では鳥大生が岐阜に移動して
受講する。獣医学の多様性を実体験するため、鳥取では産業動物の飼養
管理などを学び、岐阜では伝統文化である「鵜飼」をテーマにした講義
などを受ける。両大学の学生が一堂に会し、宿泊や移動をともにするこ
とで、学生同士の交流が深まり、共同学科としての一体感が醸成されるの
もこの授業の大きな特徴である。

教養基礎力養成演習　　対象学年：1年

少人数教育により学生個々の能力に合わせて指導し、論理的思考能力を養
う。演習項目は「倫理」、「レポート・日本語能力」、「プレゼンテーション」。

「倫理」では、ディスカッション形式で倫理的思考力を養成するとともに、
動物福祉・倫理についても取り上げる。「レポート・日本語能力」では、チュー
ターがレポートを添削し、個別にアドバイスする。「プレゼンテーション」
では、データ解析力やコミュニケーション力を養成する。

遠隔講義・教員移動型授業
対象学年：全学年

遠隔講義では、教員が一方の大学で講義を行
い、他方の学生はモニター越しに講義を受け
ることで、両学生が同じ講義内容を修得でき
る。また、教員が他方の大学に移動して行う
授業では、学生は直接教員から指導を受けら
れ、教員も学生と直に接して教育効果を上げ
られるという利点がある。

参加型臨床実習、公衆・家畜衛生インターンシップ実習
対象学年：5年

現場に身を置き、獣医師として必要な資質や
知識を体験学習する。参加型臨床実習のうち、
犬や猫などの小動物臨床は岐阜大学附属動物
病院で、牛など産業動物臨床は学外の診療現
場で実施する。また、公衆・家畜衛生インター
ンシップ実習では、全国の家畜保健衛生所や
食肉検査所で実地研修を行う。

アドバンス教育
対象学年：5・6年

基盤教育科目を修得し終えた５・６年生が対
象。感染症の制御や野生動物の管理、産業動
物の疾病診断など最先端の専門領域に特化し
た科目や、国内外の施設で実地研修を行うイ
ンターンシップ演習が開講される。学生たち
は自らの興味に基づいて受講科目を選択し、
専門的知識を深めることができる。

出
願

本
籍
を
置
く
こ
と
を
希
望
す
る

大
学
へ
出
願
し
、
入
学
者
選
抜

試
験
を
受
験

合
格

入
学

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
へ
入
学

教
育

同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

講
義
・
実
習

卒
業

両
大
学
長
の
連
名
に
よ
る

学
位
記
を
授
与
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応
用
生
物
科
学
部「
共
同
獣
医
学
科
」

岐
阜
大
学
と
鳥
取
大
学
が

一
体
と
な
り
、よ
り
発
展
的
な

獣
医
学
教
育
を
展
開
す
る
。

遠
隔
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
講
義
や
、
教
員
や
学
生
が
移
動
し
て
行
う
授
業
な
ど

多
彩
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
基
礎
知
識
と
両
大
学
の
特
性
を
生
か
し
た
専
門
力
を
養
い
、

現
代
社
会
に
通
用
す
る
国
際
性
を
身
に
付
け
た
獣
医
師
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

岐阜大学応用生物科学部 共同獣医学科長

鈴木 正嗣 教授

学生、教員ともに少人数である獣医学教育の充実化を図るた
めに、全国の国立獣医大学は共同教育課程制度を導入してい
ます。岐阜大学では平成21年度から鳥取大学と行っている連
携教育を基盤として、平成25年度に設置。学生は本籍を置く
大学で履修登録し、受講します。遠隔講義などを通して多く
の教員から学ぶことで、より専門的かつ幅広い知識を養成し
ます。また両大学の学生が同時に受講する講義や実習・演習
もあり、学生同士の交流も生まれています。単なる足し算的
な教育ではなく学びの相乗効果を狙っています。

応用生物科学部

共同獣医学科
Joint Department of Veterinary Medicine




